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　私は、大学・大学院で情報工学を専
門に学んできました。現在はその経歴を
生かし、インターネットを使った「情報の
利活用」に関する研究開発を担当して
います。
　そもそも私がインターネットに興味を
持ったのは、中学生の頃でした。欲しい
情報がその場で入手できるのが面白く
て、父親のパソコンを夜中にこっそりい
じってインターネットでいろいろと検索し
ていたんです。
　当時、インターネットをやっている友
人はほとんどいなかったので、自分だけ
が知っている情報も多く、周囲には物
知りな子だと思われていましたね。ただ
し、まだインターネット接続がダイヤル
アップの時代だったので、電話代が急
激に跳ね上がってしまい、家族は大慌
てでしたが（笑）。
　専門分野である「情報の利活用」と
は、インターネット上にあふれるさまざま
なデータを組み合わせて、より便利に活

用できる情報として提供することです。
ビジネスにおいて個別では活用できな
いデータも、複数のデータを組み合わせ
ることによって有効な情報になるものも
あります。例えば、電力会社で提供して
いる電力の「需要量」と「ピーク時供給
量」のデータに、他社が公開している
「予想需要量」のデータを組み合わせる
ことで、今後の電力対策に活用できる
情報になります。

　こういった技術をお客さまに活用い
ただくためには、お客さまのニーズをきち
んと把握することが大切です。ご相談い
ただく方の業種は多種多様で、私も
日々勉強が欠かせません。また、相談を
受ける際には、なるべくきちんと対面で
お会いして、2回以上しっかりお話を伺
うようにしています。そんな風にして進め
た案件で、「阿部さんのおかげで、売り
上げが上がりました」などと具体的な成
果のご報告をいただけた時は、本当に

うれしく思います。
　いつも心に留めているのは、「自分の
専門領域内のことで助けを求められた
なら、必ず手を差し伸べる」「専門領域
を広げるための自己啓発を怠ってはい
けない」という上司からの言葉です。こ
れからもこの言葉を忘れずに、日々研鑽
を積んでいきたいと思っています。

クラウドとは
データをインターネット上に保存する
使い方やサービス

　本社や各拠点に設置されていた
サーバーを、クラウドを活用したシステム
に置き換える動きが活発になっていま
す。IT 企業や商社、グローバル展開を
する小売店などは、クラウドベースの情
報管理システムにメリットを見いだして
います。
　「メリットは、コストの削減や情報の一
元管理ができる点です。自前で構築し
たシステムの運用管理コストに負担を
感じている場合や、自社グループ内に
複数の管理システムを持っているような
場合にクラウドは有効です。」
（（株）NTTデータ 中井氏）
　クラウドを活用してシステム運用をア
ウトソーシングすることが、システム管理
者を置くために必要なコストの削減に
つながり、トータルコストで有利になる可
能性が高く、複数の海外拠点ごとに別
個のシステムを持っているような場合に

は、クラウドに置き換えることで、バラバ
ラだった情報の管理を容易に一元化・
共通化することができます。

　クラウドの特徴とは何なのでしょうか。
　「いくつか挙げられますが、その一つ
がハードウェアの仮想化（ソフトウェア
化）です。これはクラウド以前の技術で
はできなかったことです。」
（（株）NTTデータ 中井氏）
　多大な労力と時間を伴う物理的に
結線されたハードの増強や削減が、現
在はコンピューターの仮想空間上に構
築されたシステムプログラムの変更だけ
で済んでいます。
　「年に数回しかないような業務が集
中するときだけ、ハードウェアを増強した
いというニーズは以前からありました。そ
れを速く・容易に、かつコストを抑えて
実現できるようになったのは、クラウドが
登場したからです。」
（（株）NTTデータ 中井氏）

　

　テレワークなどにおいてもクラウドの
利活用が進んでいます。では、技術者
や研究者の仕事そのものは、クラウドで
変わらないのでしょうか？

　「会議のために現地に赴くという仕事
は、クラウドを介したオンライン会議で代
替できるという機会も増えてくるでしょう。」
（日本マイクロソフト（株） 岡部氏）
　実際、企業では専用設備を必要とし
ない作業にクラウドを活用し、時間の有
効活用や BCP 対応が進められていま
す。働く上でより効率の良い環境がクラ
ウドで実現するなら、活用していくべきと
いえます。
　しかし、距離や場所を隔てる壁がイン
ターネットの登場によって低くなった一
方で、言葉の壁は乗り越えがたい壁と
して存在しています。
　「20年以上前から弊社でも言語処
理の研究に取り組んでおり、クラウドを
介した翻訳サービスのテストをしている
段階です。今後クラウドが発展していく
なかで、言葉の壁も越えていけるかもし
れません。」
（日本マイクロソフト（株） 岡部氏）

　オープンなシステムであるクラウドは、
グローバル展開を目指す企業や事業向
きだといえます。日本のものづくり企業が
持つノウハウや職人技をITやクラウドと
どう組み合わせていくかは、お話を伺っ
た2社でもまだ模索段階です。企業内
で直接クラウドが活用されていなくても、
さまざまな企業活動や生活の中でのク
ラウドの利活用が進められており、必須
のツールとなっていくと考えられます。

多くの人が利用し始めているクラ
ウド。一方、ビジネスにおけるクラ
ウドの利活用では、模索段階にある
企業も多いようです。その実情をIT
ベンダーに伺いました。

最近注目されている技術を
取り上げご紹介します
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仮想化ソフト
ウェアによって
1台の物理サー
バー上に 4 台
の 仮 想 サ ー
バーを構築

通常は仮想サーバーを 1 台のみ利用。アクセ
ス負荷が大きいときは仮想サーバーを 4 台使
用。物理サーバーに影響しない仮想サーバー
の増減は容易。

仮想サーバー

ユーザー物理サーバー
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